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大洗研究所の研究用原子炉のひとつである高温ガス炉「HTTR（高温工学
試験研究炉）」が、新規制基準への適合性確認審査において、6月3日、原子
力規制委員会より“許可”をいただきました。

大洗研究所は、原子力機構の六つの研究開発部門のうち、「高速炉・新型
炉研究開発部門」に属しています。名前が示すとおり高速炉や新型炉といっ
た、電力事業者の発電炉とは異なる原子炉の研究開発を担っています。原子
炉とは、核分裂反応等により発生する高密度の原子エネルギーを制御しなが
ら発生させる装置の総称です。軽水炉とよばれる発電用原子炉は、ウランや
プルトニウムの核分裂エネルギーを「水」に伝え、300℃程度の高温になっ
た水の蒸発によりタービンを回転させて電気に変換するものです。一方、高
温ガス炉は核分裂エネルギーを常温から高温に至るまで安定なヘリウムガス
に伝え、最高950℃に達するガスの熱を発電のみならず水素製造などの幅広
い形で利用することを可能とする原子炉です。燃料のウランは高温でも安定
なセラミックスで被覆し、それを耐熱性の高いブロック状の黒鉛の中に収め
ており、軽水炉で核燃料を装荷している金属性被覆管や水を使わないことか
ら、過酷的な状況を想定しても爆発性の水素ガスなどは発生せず、固有の高
い安全性を有する原子炉です。

軽水炉のように大型化すなわち大電力を供給するのが難しいことが弱点か
もしれません。一方で、小型であるからこそ大部分を工場で作ることによる
将来的な低コスト化が期待され、高温ガス炉の開発は世界的に注目を集めて
います。

比較的小規模の電力需要や熱利用に期待を持つポーランドなどの国からも
HTTRは興味を持たれており、大洗研究所では、早期の運転再開に向けて準
備を進めていきます。



原子力規制委員会から原子炉設置変更許可を取得

大洗研究所の原子炉施設「HTTR（高温工学試験研究炉）」では、令和2年6月
3日に原子力規制委員会から原子炉設置変更許可を取得しました。これは、
「HTTR」が東日本大震災後に定められた新たな安全規制の基準への適合性が確
認され、平成26年11月より開始した一連の申請が認められたことによるものです。

設置変更許可の中では、最初の設置許可の中で想定した地震の揺れのおよそ3倍
の強さの揺れでも施設の安全に問題が無い事が確認されています。また、火山や
竜巻、施設周辺の木々の火災のような自然現象等についても検討がなされ、その
結果、防火帯の設置などが求められることから、それらに着実に対応することと
しています。

HTTRのような高温ガス炉は、固有の高い安全性を持ち、発電に加えて高温熱が
利用（水素製造等）できることによる高い熱効率が見込め、温暖化防止にたいへ
ん有効であることから、国内外から、今、注目を集めています。
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水素を製造する化学プロセスの省エネに成功しました

昨今水素は次世代エネルギーシステムの中
核を担うものとして期待を集めています。熱
化学法ISプロセスは、ヨウ素 (I) と硫黄 (S) の
化合物を用いた三つの化学反応を用いて、水
を熱分解して水素を製造でき、プロセスの駆
動熱源として原子力 (高温ガス炉) や太陽熱を
利用できることから、温室効果ガスを一切排
出しないという特長があります。

原子力よりも低くなってしまう太陽集熱で
得られる650℃程度の温度域にISプロセスを
適用するため、原子力機構は、内閣府主導の
国プロに参画し、反応温度を低温化させても
高効率 (40%) を維持するための膜分離など
の要素技術開発に取り組みました。

他の国研や大学と協力して、化学反応に用
いる膜材料・触媒を開発するとともに最適な
反応温度条件を見い出すことにより、ISプロ
セスの主反応であるブンゼン反応の過電圧 (低
いほど高効率) を従来の3分の1に低減するこ
とに成功しました。これにより国プロ目標で
ある効率40%を達成できる見通しを得ました。

H2 O2

H2O

水

600〜
900oC

I2

ヨウ素 (I) 
の循環

I2

H2+ 2HI

SO2
+

H2O

硫黄 (S)
の循環

H2SO4 SO2 + H2O

1/2O2+

2HI + H2SO4

I2 + SO2 + 2H2O

400oC
高温熱
高温ガス炉、
太陽熱など

▲ISプロセスの化学反応構成

低減
=省エネ

令和2年4月17日 プレス発表
https://www.jaea.go.jp/02/press2020/p20041702/

今後は、安全を第一に早期の運転再開に向けて
準備を進め、運転再開後は、固有の高い安全性に
関する試験や、熱利用技術の開発、ポーランドを
はじめとした国際的な開発協力等、実用化に向け
た幅広い取り組みを進めていきます。

▲HTTR(高温工学試験研究炉)

令和2年6月3日 プレス発表
https://www.jaea.go.jp/02/press2020/p20060301/



高速実験炉「常陽」

原子炉施設の状況（令和2年3月～令和２年5月）

第5回施設定期検査中（H23.2.1～ R2.3.31）
定期事業者検査中（R2.4.1～）

(１)施設の作業状況
・JMTRでは、廃止措置計画の認可が得られるまで、保全計画等に基づく施設維持及び

保守管理として、施設定期自主検査、自主点検等を継続して実施しています。

(２) その他
・令和元年9月18日に行ったJMTRの廃止措置計画認可申請について、公開の審査会合

（3回）や審査ヒアリング（8回）により審査が行われています。引き続き、早期の
認可を目指して、審査対応を進めていきます。

(１)施設の作業状況
・ガスクロマトグラフ質量分析計、現場伝送器、プラント計算機、補機／一般冷却水設
備、空調用冷水装置等の点検作業を実施しました。

(２) その他
・平成26年11月26日に行ったHTTR原子炉施設の新規制基準に係る適合性の審査の
申請について、公開の審査会合（41回）や審査ヒアリング（196回）、現地調査等
により妥当性の審査が行われ、令和２年３月23日に原子炉設置変更許可の第９回補
正申請を実施するとともに、令和２年６月３日に原子炉設置変更許可を取得いたしま
した。今後は、取得した許可を基にした設計及び工事の計画の認可等の審査対応を進め、
早期の運転再開を目指します。

(１)施設の作業状況
・廃棄物処理設備、建家換気空調設備、クレーン、電気設備等の定期的な点検作業を行

いました。新型コロナ感染症対応として、必要な対策を施した上、一部作業を延期し
ました。

・高経年化対策として昨年10月より実施していた原子炉容器上部の回転プラグの制御
系計算機の更新作業を、3月に完了しました。

(２) その他
・平成29年3月30日に行った「常陽」の新規制基準に係る適合性の審査の申請につい
て、妥当性の審査が継続されています。令和2年3月2日の審査会合（公開）では、原
子炉施設における火災に対して基本的な防護方針や防護対象機器等について説明を行
いました。防護対象機器等が確定した後、具体的な火災の発生防止、感知・消火、影
響軽減について説明していく予定です。自然現象や研究所の敷地内外での火災等、及
び多量の放射性物質等を放出するおそれのある事故（過酷な条件を想定した事故）の
安全確保方法・評価他についての審査対応も、引き続き、進めていきます。

第35回施設定期検査中（H18.9.1～R2.3.31）
定期事業者検査中（R2.4.1～）

第15回施設定期検査（H19.5.15～ R2.3.31）
定期事業者検査中（R2.4.1～）



令和２年度新入職員配属式が行われました

🌸🌸🌸🌸

４月８日（水）、大洗研究所において令和２年度新入職員配属式を行い、採用
時研修を終えた１９名の若手が大洗研究所の一員に加わりました。

配属式では、新入職員に対して、青砥理事・塩月所長から期待の言葉が贈られ
ました。新入職員が各部署の新しい活力となり、大洗における研究開発の進展に
貢献してくれることを期待しております。

※ 配属式は、新型コロナウイルス感染予防策を講じて実施しました。

１列目左から：大島副所長、神永副所長、塩月所長、青砥理事、國富副部門長、上出副部門長、
峯尾副所長、椎名副所長、２列目：新入職員
※ 写真撮影時のみマスクを外しております。

大洗研究所においても、関係自治体の要請等を踏まえ、感染防止や感染拡大防止策の徹底
に努めてまいります。


